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かけはし版　ボランティアマップ
彦根市内子ども・若者支援ボランティア活動マップ

　彦根市内の子どもに関するボランティアの活動場所が分かるマップを作成しました。  
　このマップは、支援が必要な子どもだけでなく、自分が必要な支援はどこで受けられるの？ボランティ
アに参加してみたいけど、どこに行けばいいの？など、ボランティア活動に参加したい人、地域活動に興
味がある人のきっかけになるようまとめました。 
　このマップから、困っている時に互いに助け合えるような輪が広がればうれしく思います。 

（例）
募集方法：Facebook投稿、ポスター掲示
募集期間：2022年8月16日～31日 
掲載場所：彦根市男女共同参画センター「ウィズ」のFacebook、市内の商業施設
※彦根市内にはこのボランティアマップで掲載している以外のボランティア団体が多数ありますので、詳細は彦根市
　社会福祉協議会のホームページをご覧ください。(http://www.hikone-shakyo.or.jp/volunteer/)

彦根市

地図掲載番号・団体名
①
②

③

活動場所（住所）
活 動 内 容

ホームページ・URL等

:
:
:

:

11.彦根市男女共同参画センター「ウィズ」
彦根市男女共同参画センター「ウィズ」（平田町670）
男女共同参画を学び、啓発・推進するためのセンターです。市民のみなさまの施設として、どなたでもご利
用いただけます。各種講座や相談事業、貸館事業、啓発ビデオ・各種書籍の貸出などを行っています。
https://www.city.hikone.lg.jp/kurashi/shisetsu/14/index.html
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＊マップはイメージです。作：はるか

　マップと掲載団体一覧の見方について

　マップ掲載について



マップ掲載団体一覧
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１．Hot Hot ～ほどほど～
①武田仏壇店内（芹中町49）
②【ベビー＆キッズ用品／学校必需品リユース】
まだ着られるベビー・子ども服や彦根市内小中学校の制服・
体操服を収集し必要な方につないでいます
【ホドホド食堂】（活動場所：中地区公民館）
月１回開催しています。主な対象は子どもですが、大人も
子どもも誰が来てもいい地域（子ども）食堂＊1です。
③【ベビー＆キッズ用品／学校必需品リユース】
https://www.facebook.com/hodohodo.hikone.shiga
【ホドホド食堂】https://www.instagram.com/hodohodo_hikone

２．あそび家くまくま
①銀座芝居小屋１階（銀座町4-26）
②滋賀・彦根で子どもたちや大人が集まってゆるゆる過ごし
ています。思い思いに過ごしたり、いろんなところに行っ
て挑戦したり！まちなかのちょっとした子どもと大人の
「ひみつきち」です。
■子ども食堂、居場所事業、体験活動、クリエイティブ制
　作、学習支援

③https://hikosaponet.localinfo.jp/

３．かめのこ子ども食堂＊1
①男女共同参画センターウィズ（平田町670）
②子どもが一人でも参加できる食堂です。毎月第三土曜日に、
ウィズでお昼ご飯を一緒に食べませんか。大人一人300円、
子ども０円。詳しくは、彦根市男女共同参画センターウィズ
に掲示のチラシやホームページをご覧ください。

③https://www.facebook.com/kamenoko.shokudou/

４．学び育ちＬＬ教室
①中地区公民館（大薮町2610）
②さまざまな事情で勉強の機会が不足しているなどの中学生や
高校生が参加できる学習支援教室です。学校の勉強補助やお
しゃべり・交流をしています。毎週月曜日の19時から、彦根
市中地区公民館で開催しています。

③https://www.facebook.com/LLclass

５．なんでかしんどい女子会
①さくら屋彦根店日夏町第四自治会館（日夏町1776-9）
②若者・女性向けの居場所です。月２回、飲み物やお菓子、
お絵描き道具を揃えて場所を開けています。自由に過ごす
スペースです。

　お問い合わせはQRコード（公式LINE）
　からどうぞ！
③https://twitter.com/hikoneko_TL

６．E-KOnoOTAKU子ども食堂＊1
①彦根四番町スクエアteraitei（本町１丁目11-７）
②E-KOnoOTAKUは、子どもたちのうれしい、楽しい、美味
しいを応援する子ども食堂です。毎月１回開催（開催日は各
種SNSにて配信しています）地域の子どもたちが、様々な体
験ができるよう企画、運営も行っています。

　　どうぞお気軽におといあわせくださいね。
③https://peraichi.com/landing_pages/view/eekonootaku/

＊１子ども食堂とは…
地域住民等による民間発の取組として無料または安価で栄養のある食事や温かな団らんを提供すること。家庭における共食が難しい子供たちに対し、共食の機会を提供
する取組。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引用元：農林水産省Webサイト　子供食堂と連携した地域における食育の推進）

ボランティア団体

７．さくらはーと
①Ra・ヴィールTACHIBANA１階（後三条町90-2）
②彦根市内で初！！の運動（スポーツ）療育に特化した児童発
達支援・放課後等デイサービス『さくらはーと』です。児
童発達支援・放課後等デイサービスとは、発達に心配のあ
るお子様や障がいのあるお子様の育ちを、ご家族と一緒に
見守り働きかける療育機関です。

③http://2018sakura.com/お気軽にこちらの
　QRコードからお問い合わせください！

児童発達支援・放課後デイサービス

８．彦根市子どもセンター
①荒神山公園　（日夏町 4769）
②次世代育成支援の拠点として、子育て
支援と青少年健全育成のために、子ど
もたちの健やかな成長を支援する施
設です。子どもたちが安心して遊んだ
り学んだりできる居場所づくりに努
めています。また、楽しみながら学び、
体験できる教室や講座を設けたり、子
育て仲間の情報提供、相談等を行った
りして、親育ち子育ちに繋がる取り組
みを進めています。

９．ふれあいの館
①ふれあいの館　（八坂町 2408）
②次代を担う子どもたちを健全に育成
する機能をもち、すべての児童・生徒
が放課後や休日、休業日等に気軽に利
用できる施設です。また、就学前の幼
児と保護者が、遊びを通じてふれあい
や交流を促進できるようなイベント
の実施や、子育てに不安や悩みを持つ
保護者に対する相談等、子育て支援を
行っています。

10．東山児童館
①東山児童館　（里根町 163-6）
②子どもや保護者が自由に、安心して遊
べる場を提供しています。また、保育
所等へ行っていない子どもと保護者
を対象に、地域子育て支援拠点センタ
ー「チャチャチャひろば」も開設して
います。（無料）
ひろばでは、親子等の遊び場や親子等
同士の交流の場の提供、保育士による
育児相談、「子育て家族講座」の開催等
をしています。

子どもたちが遊べる場所
　掲載場所以外にも「まんまるひろば」や「さんさんひ
ろば」など誰でも遊べる場所がたくさんあります♪
※詳しくは、ひこね子育て応援サイト ひこ根っこを
　ご覧ください。

　ボランティアマップを作成するに当たり、ご協力くださったボランティア団体の皆様、誠にありがとうござ
いました。私自身、この編集委員を務めるまで知らなかったボランティア団体や活動を知ることができ、新たな
発見になったと同時に、彦根市では本当に多様なボランティア活動が行われていることを実感しました。支援
が必要な方だけでなく、ボランティアに参加したいけれど踏み出せずにいた方々にとっても意味のあるものに
なればと考えております。

編集者からの
一言



育児休暇を考える。

今回ご参加いただいたのは、以下の 9 人！

◆「育児休暇」を考える。
　みなさんは、家族や友人と育児休暇について少しでも話したこと、ありますか？ 今回、育児
休暇を少しでも自分ごととして考えるため、彦根市民が育児休暇を考える場をつくってみました。
◆「育児休暇」の身近さの把握
　2022 年 8 月 10 日～8 月末、彦根市在住の方を対象に「育児休暇」に関するアンケート調査
を実施。
その結果・・・
3/4 以上の方がまわりに育児休暇をとったことがあると回答！

◆「育児休暇」の実態の把握
　アンケート調査にご協力いただいた方の中から、できるだけ幅広い世代、背景をもつ方々で座
談会 （通称：かけはしカフェ♪） を開催！
【育児休暇】について、みんなで話しました。
　また、彦根の新たな魅力を再発見できれば…と
いう想いと、参加者みんなが集う場に打ちとける
目的で、アイスブレイクの意味も兼ねて【彦根お
すすめの場所】についても聞いてみました ^^

A
B
C
D
E
F
G
H
I

10 代
20 代
30 代
30 代
30 代
50 代
50 代
70 代
80 代

ノンバイナリー*1

女性
男性
男性
女性
女性
男性
女性
女性

滋賀県外
彦根市外
滋賀県外
滋賀県外
滋賀県外
彦根市内
彦根市内
彦根市内
彦根市内

―
○（職場の同僚）
○（友人）
○（親戚、職場の同僚）
○（親戚、友人、職場の同僚）
◎
―
○（職場の同僚）
◎
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性別、ジェンダー
（N=25）

項目
（回答数 N）

結果

世代
（N=25）

まわりに育児休暇を
とったことがある人

（N=25）

その人はどなたか
（N=19）

女性
88％

男性
8％

ノンバイナリー
4％　　　　

10代
4％

20代
16％
30 代
12％

40 代
16％50 代

12％

60 代
12％

70 代
24％

80 代以上
4％　　

いる
76％

いない
24％

あなた自身
11％

ご家族
21％

ご友人
26％

職場の同僚
42％

参加者 世代 性別、ジェンダー 出身 育児休暇の身近さ *2

*1   ノンバイナリー：「男性・女性」「彼・彼女」のような、どちらか一方にとらわれない全てのジェンダーアイデンティ
　　ティ（自己認識）
*2   ◎：自身が育休取得者、○：まわりの方が育休取得者、― ：まわりに育休取得者はいない、（　）：身近な取得者
 



育児休暇

編集者ピックアップ

編集者ピックアップ

編集を終えて

編集者ピックアップ

【得票数別!! 彦根おすすめの場所ランキング】

 兵庫県出身。彦根市在住30代専業主夫。ひこねスタジオ所属。2022年5月、約6年勤めた会社を
退職。単身赴任先より彦根へ。会社員時代、彦根-大阪城公園間を通勤した時期もあったものの土
日祝に関らずの通勤で、彦根の魅力に本格的にふれるのは今年5月以降がはじめて。育児休暇は
親戚がとっていた程度。

育児休暇、どんな印象？Q

男女平等や
子育て政策の
話とセット

取得率
世界と

比べても低い

子どもと
向きあう期間

自分で選択
して取得する
もの

→ 幸せそう

自分で選択
して取得する
もの

→ 幸せそう

会社の規模に
よって取り
やすさが違う
んだろうな

実際取得した
1 年、

あっという間
だった

実際取得した
1 年、

あっという間
だった

性別に関わらず
子育てに 集中
できる期間

育休を堂々と
とれる仕組み、
風潮が企業に
ない

　「育児はわからないことだらけで大変、という点が注目されがち。確かに大変だ
けど、大変さを乗り越えた先にまわりへの感謝など新たな学びが得られたり、自分

の成長につながったりする。育休を選択、育児と向き合う経験をしたい方が選択できる社会になれば。」など、
各家庭の事情にあわせ選択するという意見が印象的でした！

育児休暇を取得しやすい世の中へどうやったら変えられる？こんな制度あったらいいな。Q

子どもをもつ
選択肢を考え
られる程度の
金銭的支援

在宅でもできる
仕事を割り当て、
職場復帰

しやすい仕組み

まわりの理解、
空気を

変えられたら。
やさしい目が
増えれば。

育休取得中の
補填を
専門とする
サポート人材
バンク制度

特定の期間に
何回かとれる
ようにする

特定の期間に
何回かとれる
ようにする

必要な人が
必要なときに
必要な期間
とれる制度

保育施設など
社会的な

育児支援施設の
地位向上

企業規模の大小
問わず、育休を
当たり前にとれる
仕組みが企業に
あれば

　「育休取得者の補填で仕事、育休取得者の職場復帰時には別の育休取得者の補填
へ！」職場目線での核心をつく意見。育休を選択する人を職場の人が気持ちよく送

り出す、そんな社会になるといいですね ^^

　自分自身が育児休暇をとったことがなく、それほど身近ではなかった私。今回か
けはしカフェ♪で話してみることで、参加前より理解が深まった実感があります！

みなさんも家族や友人と育児休暇について、ちょっとだけ話してみませんか？ ^^
　ちなみに、かけはしカフェ♪やアンケート調査で聞いた【彦根おすすめの場所】も彦根歴の浅い私には新発
見の連続！

十分な取得期間って？Q

1 年
+ 2 年できれば
なおよさそう

1 年
以上

女性：3 年
（0 才～3 才）
男性：1、2 ヶ月

でも
（1才半前後）

人によるが、
1 年ぐらい？
人によるが、
1 年ぐらい？

仕事に戻る
という点では 
1 年まで

基本的には
ずっといて
あげたい

基本的には
ずっといて
あげたい

女性：
2 年くらい。
男性：1 才半
～2 才の頃
1 年くらい。

2 年くらい？

　「育児に主体的に携わる人が長期で育休をとりつつ、サポート役の人が育児の忙
しい 1 才半前後にとるなど、時期も期間も選べたらいいな。」ここでも選択がキー

ワード。1 歳半前後に育児が忙しいというのが意外でした！

編集者
kimi.mashi 

みなさんもぜひ彦根のまちにお出かけして、現地の魅力を再発見してみませんか？ ^^

荒神山
荒神山公園

第 1 位
カフェ 

グレコ、朴、
おとくら …

第 ２ 位
松原

琵琶湖畔

第 ３ 位

お子さま連れは
もちろん、

ルリビタキなど、
野鳥観察にも。

地域のカフェが
ランクイン！

夕日が
おすすめ♪

その他、こんな場所も!!

庄堺公園
金亀公園 

わんぱく広場
福満公園

曽根沼
野田沼

県立大学
滋賀大学

足軽屋敷街
まちなかに
残った古民家 
お堀道、
町並み

日吉神社
慶光院
長久寺
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プロフィール

インタビュー

ぼくたちの育 児 休 業ぼくたちの育 児 休業ぼくたちの育児休業
　令和３年６月に育児・介護休業法が改正され、産後パパ育休制度が創設されるなど、男性の育児休業が推
進されています。一方、厚生労働省の「雇用均等基本調査（令和３年度）」によると、男性の育児休業取得
率は 13.97％と、女性の 85.1％を大きく下回っています。また、男性育休の取得期間も「５日未満」が
25.0％となっており、女性との差は依然として大きいと言えるでしょう。
　この要因や、男性が育児休業を取得するためのポイントを知るため、約１年間育児休業を取得した３人の
男性にインタビューを行いました。
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まきＰ

職　　業：行政職員
家族構成：妻と３人の子

おさるのジョージパパ

職　　業：子どもと関わる仕事
家族構成：妻と子

ゆー

職　　業：教員
家族構成：妻と双子の子

■育児休業を取得したきっかけは何ですか？
４月に上の子が幼稚園に入り、送
り迎えなどの負担が増える中、第
３子出生後も仕事をしながら生活
するのは難しいと感じたためで
す。当初は、妻の負担を減らすた
めに１ヶ月程度の育児休業を取得
する予定でしたが、途中で延長を
申し出ました。その理由は、子ど
もと向き合うことで初めて見えて
きたこともあり、自分にとっても
成長できる機会だと感じたためで
す。

稀なケースとしてですが、男性の
長期育児休業について耳にするこ
ともありましたし、育児にも積極
的に関わりたいと思っていたので
子どもができる前から、育児休業
に興味はありました。お腹の中の
子どもが双子と知った時は「取る
しかない」と思い、決めました。
最初は２ヶ月程度で検討していま
したが、職場の女性の先輩から
「２ヶ月じゃ何も変わらないよ」
と言われ、思い切って１年間取る
決心がつきました。

「我が子と 365 日一緒に居られた
らどんなに楽しいだろう」「毎日
３食、家族揃って食べられたらど
んなに幸せだろう」と、ワクワク
した気持ちで取得しました。１年
という長期の休業も、産後の妻の
サポートや慣れない育児のために
必要な期間だと考えました。夫婦
で協力して手厚い育児をしたい、
という強い思いがありました。（実
際はうまくいかなかったことも多
かったです。）

■育児休業を取得することに不安はありましたか？
漠然とした不安はありました。４
月に新しくできた部署に配属され
たところで、人数も少なかったの
で、取得するかとても悩みました。
しかし、家庭の状況を上司に相談
したところ「仕事の代わりは誰か
ができるけど、家の代わりはいな
い。今しかできないことなので、
気にせずに休めばいい」と言って
いただき、育休を取得することに
しました。

不安というか、取得に向けて、時
期や期間についてはたくさん悩み
ました。女性は産休後から育児休
業を取得される方がほとんどかと
思いますが、男性の場合は取得時
期が選べます。我が家は双子育児
への不安が強かったので、どの時
期に取得するのが良いか（どの時
期が大変なのか）悩みましたが、
結局は初めての育児ということも
あり、産後すぐの時期に取得する
ことにしました。

不安はありませんでした。しかし、
キラキラした育休のイメージと実
際が違いすぎて、取得してからい
ろいろ悩みました。家事がうまく
できない。子どもが懐かない、泣
き止まない。一緒に過ごす時間が
増え、妻との喧嘩が増える。何の
ために育休を取りたいのか、パー
トナーと一緒によく話し合って決
めることをおすすめします。金銭
面では助成金などの制度が手厚い
ので、心配な方は調べてみると不
安が和らぐかと思います。
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■育児休業を取得するため仕事で工夫したことはありますか？
第２子が生まれた際にも１ヶ月ほ
どの育休を取得したので、その時
にした工夫を紹介します。育休中
は、自分の仕事を他の職員に任せ
ることになるので、その１ヶ月に
やるべきことと、やらなくても良
いことを仕分けし、引継書の形に
まとめました。特に大事なのは、
分からないことがあったとき用に
「聞く人リスト」を作っておくこ
とですね。これがあると、イレギュ
ラーな事態にも対応できるように
なるので、細かに作りました。

教員ということもあり、仕事が年
度単位で動いていきます。出産が
３月初旬だったので、３月いっぱ
いは妻の実家に助けてもらいなが
ら、仕事もほぼ通常通り行いまし
た。４月から育児休業を丸１年取
得することで職場への影響をでき
るだけ小さくするように工夫しま
した。また、早めに管理職に育休
取得について伝え、その年の転勤
については避けてもらうようにお
願いしました。

職場の方との引き継ぎが大切なの
はもちろんですが、これから一生
繋がっていく家族との話し合いも
非常に大切でした。子どものこと、
これからの生き方のこと…じっく
り対話するチャンスでした。職場
の方の理解もあり、幸い仕事を休
むこと・復帰することに大きな不
安や抵抗はありませんでした。そ
れよりも「これから家族とどう過
ごすか」ということにエネルギー
を使うことの方が大切だったのだ
と、今になって思います。

■育児休業中に、男性ならではの困りごとはありましたか。
特に感じていません。日中は子ど
もセンターやまんまる広場などに
よく行くのですが、保育士の方や
他のお母さんと楽しくおしゃべり
させていただいています。強いて
言うなら、トイレ問題ですね。デ
パートなどで、女子トイレにしか
子ども用便器が無いときがあり、
使えるトイレを探すのに苦労しま
す。なので、最近はまず使えるト
イレを探す癖がついています（笑）

育児に関してはどうしても母親
じゃないとできないこともありま
した。特に双子のうち、一人はど
うしても母親とじゃないと寝ない
など、ずっと一緒にいても差は歴
然でした。代わりに、自分は料理
や掃除などの家事を頑張ることで
妻の負担を減らせるように工夫し
ました。元々、料理は好きだった
ので、この期間に色んな料理に挑
戦するのを楽しみました。

母乳が出ないことです。母の偉大
さをまざまざと見せつけられまし
た。寝かしつけ、お風呂、抱っこ
も「ママ」と言って泣く。私がい
くらあやしても泣き続け、妻に代
わった瞬間泣き止む。そんな切な
い毎日でした。子どもが１歳を過
ぎた頃からは一緒にできることが
増えました。育児には母親と父親
との役割分担が不可欠だと痛感し
ました。

■育児休業を取ろうか悩んでいる男性へのアドバイスをお願いします。
私は幸い、周囲の人に恵まれたこ
とで、育休を取ることができまし
た。しかし、仕事の状況によって
は、長期の休みを取ることが難し
い方も多いと思います。その場合、
短い期間でも良いので育児のため
に休んでみてください。その時に
重要なのは、子育ての副担当にな
らないことです。丸一日、自分一
人で子どもを見る機会を作ること
で、初めて子育ての大変さに気付
けると思います。常に気が張って
いる状態や、自分の時間が取れな
い経験をすると、妻へのリスペク
トが高まり、その後の家庭生活も
円満になるのではないかと考えて
います。

家庭や仕事の環境はそれぞれ異な
るので、一概に「男性も育休とり
ましょう」とは言えません。で
も、一昔前の「男性が仕事、女性
が家庭」という時代から、女性も
働き、男性も家事育児をすること
が当然の時代になってきていま
す。その中で、夫婦で育休をとっ
たり、男性側が育休をとったりす
ることが選択肢として当たり前に
選べるようになるといいなと思い
ます。もちろん職場の理解も必要
ですが、夫婦で話し合って、ご自
身の家庭に合った育児環境を整え
られるように制度を活用していけ
ばよいのかなと思います。

じっくり悩んでください。よく悩
んで、家族のことや働き方につい
てパートナーと対話する時間こそ
が貴重です。私のように、育休を
取得しても理想と現実のギャップ
に苦しむこともあります。また育
休を取得しなくても父親にできる
ことはあります。父親が育児に
「参加する」と表現することが多
いですが、育児は「協力する」も
の。育児をする父親が特別視され
「イクメン」という言葉が流行す
るような社会、それが子育てしや
すい社会だと言えるでしょうか。
育休という選択肢は制度として維
持しつつ、本当に「子育てしやす
い社会」とはどんな社会なのか、
実現するために何が必要なのか、
考える時期に来ていると思いま
す。

■育児休業を取得して良かったと思うことはありますか？
一番は、上の子と仲良くなれたこ
とですね。第１子が１～２歳の頃
は仕事が多忙で遊ぶ時間が取れ
ず、あまり懐いてもらえませんで
した。ただ、前回の育休時には、
第１子との時間をたくさん取れた
ため、関わり方が大きく変わりま
した。幼児語でも何を言おうとし
ているかが分かったり、自分で寝
かしつけができたり、やっと父親
になれた気がしました。

双子育児の我が家に関しては “２
人がかり” というマンパワーの点
が最も大きかったです。初育児と
いうこともあると思いますが、本
当に２人がかりでカツカツの生活
でした。子どもができて、双子・
三つ子の家庭とお話しする機会が
増えましたが、母親一人で育児を
されている方は本当に苦労されて
います。今でもよく、長期取得し
て良かったね、と夫婦で話します。

子どもの成長を間近で見ることが
できたことです。まさに育休の特
権でした。初めて寝返りをした瞬
間、歩いた瞬間、「パパ」と呼ん
でくれた瞬間。今でも当時の写真
や動画を見るとニヤニヤします。
また「働く」ことから一度距離を
置いたことは貴重な経験でした。
職場から一歩離れてみることで気
付いたことも多く、現在の仕事に
も活かされていると感じます。



ウィズ相談室のご案内

専用ダイヤル 0749-21-5757

専門相談（こころの悩み・法律相談）総 合 相 談

☆相談は無料です。プライバシーは守られます。☆

＊面接相談

＊電話相談　

　水・木・金　13：00～16：00

　　　　（最終受付は15：30）

毎月１回：こころの悩み相談

毎月１回：法律相談　

※総合相談での予約が必要です。


